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『第 44 回ジャパン建材フェア』開催記念のテープカット
東京ジャパン建材会会長
株式会社シノザキ	 代表取締役	 篠崎	務	 様
朝日ウッドテック株式会社	 代表取締役社長	 海堀	哲也	 様
大建工業株式会社	 代表取締役	社長執行役員	 億田	正則	 様
ダイキン工業株式会社	 専務執行役員	空調営業本部長	 舩田	聡	 様
パラマウント硝子工業株式会社	 代表取締役社長	 雨田	祐一	 様
YKK	AP株式会社	 代表取締役社長	 魚津	彰	 様
JKホールディングス株式会社	 代表取締役社長	 青木	慶一郎
ジャパン建材株式会社	 代表取締役	社長執行役員	 小川	明範

第44回ジャパン建材フェア第44回ジャパン建材フェア
ご来場・お買上げ御礼！ご来場・お買上げ御礼！

令和 5 年 8 月 24 日　開場式
出展メーカー様代表ご挨拶

大建工業株式会社
代表取締役	社長執行役員

億田	正則　様
　ご挨拶冒頭、ジャパン建材フェア開催にあた
り「お客様へ絶好の提案機会を与えていただい
た」と感謝の言葉をいただきました。
　今後の住宅業界を取り巻く厳しい環境の一つ
として日本の人口減少傾向に触れ「今年の 18
歳人口は111万人だが、18年後には確実に7
割に減少。また 18年前に 54万人いた大工さ
んが今や 30万人を切ろうしている」など具体
的な数字を示し「すでに業界は、量から質の時
代に入っている」と、ご自身の見解を述べられ
ました。
　さらに「メーカーが各社各様に高めている商
材の機能を懇切丁寧にお客様に説明することで
価格面でもご納得いただき、ひいては目標達成
につながる」との心強いエールを頂戴いたしま
した。

ジャパン建材より挨拶

ジャパン建材株式会社
代表取締役	社長執行役員

小川	明範
　挨拶冒頭、まだコロナ禍にあった昨年 8月に
開催した第 43回ジャパン建材フェアと比較し
て、今回はコロナ禍の影響を全く受けないジャパ
ン建材フェアが、皆様のご支援とご協力によって
盛大に開催できることに謝意を述べました。
　また、ジャパン建材フェアテーマ “ROAD	to	
2030　つなぐ今	つなげる未来 ”についても触れ
「コロナ禍で失ってしまった人々のつながりや商
いのつながりを強い絆で再構築し、将来のあるべ
き姿に共にバージョンアップをしながら向かって
いく思いです」と話し、持続可能な住まいの追及
が担保される世の中にしていきたいという願いを
込め、サブテーマに	“ サステナビリティ ”と掲げ
たこともお伝えしました。
　結びに「素晴らしい出展ブースをご用意いただ
いた皆様と共に、全力でジャパン建材フェアに臨
みます」と強い決意を述べて締め括りました。

目標達成に向け、クリナップ株式会社様によるVコール 開場式に先立ちジャパン建材若手社員による木遣りを披露

総売上：306 億円　総来場者数：14,556 名



■ 制度の内容について
　前述の通り、2024 年 1 月以降に建築確認を受けた新築案件は住宅ローン減税

の要件が変わります。また 2023 年 12 月末までに建築確認を受けていても、入居

時期によっては適用される借入限度額が変わりますので注意が必要です。

　また、時期だけでなく新しく要件に含まれました「省エネ基準に適合すること」
ですが、ここでいう「省エネ基準」とは一次エネルギー消費基準と外皮基準のこ

とを指します。今回必須要件となった省エネ性能は現行の省エネ基準「断熱等性
能等級 4 以上」かつ「一次エネルギー消費量等級 4 以上」になります。

■ 省エネ性能に応じて住宅ローン
　 控除の借入限度額が異なります
　「省エネ基準に適合しない住宅（その他の住宅）」に該当するとき、原則住宅ロー
ン減税の適用対象外となるほか、取得する住宅に応じて住宅ローン控除の借入限

度額が異なります（下図参照）。控除額が減る、あるいは控除を全く受けられなく

なることもありますので、住宅取得者様へ予めご説明し同意を得ることが重要に

なります。
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住宅ローン減税を受けるためには
省エネ性能が求められるようになります！

　2024 年 1 月以降に建築確認を受けて新築された住宅については、省エネ基準に適合することが住宅ローン減税の必須要件となりました。加えて、

申請する際には「証明書の提出」も必要になりました。こちらの内容については制度への理解が広まっていないこともあって、国土交通省も 6 月の

オンラインでの説明会を皮切りに啓蒙活動を積極的に行っています。今回はポイントを絞って簡単にご説明します。

国土交通省 住宅局発行資料（2023 年 6 月）より抜粋

■ 住宅ローン減税の申請には「証明書」が必要
　省エネ基準に適合していることを証明するため、住宅ローン減税の申請時には

書面の提出が必要です。「ZEH 水準省エネ住宅」及び「省エネ基準適合住宅」を

取得した場合は、以下のいずれかの書面を提出する必要があります。

　いずれの書面につきましても、住宅取得者様が自ら取得することが非常

に困難なものです。設計者様及び施工事業者様からの情報伝達および取得

のサポートが必要になります。

　また、住宅省エネルギー性能証明書だけでは不安に感じる方も多いと聞

いています。その場合は、数値（性能）を担保する資料として「BELS」な

どの取得をお勧めします。

❷ 住宅省エネルギー性能証明書
　 （登録住宅性能評価機関等のほか、建築士も発行可能）

　 こちらは登録された建築士事務所に属する建築士であれば、対象となる住

宅の設計者・工事管理者である建築士による証明も可能ですので、第三者

の建築士を探す必要もありません。

❶ 建設住宅性能評価書
　 （登録性能評価機関のみが発行できます）

　 「断熱等性能等級 4 以上」かつ「一次エネルギー消費量等級 4 以上」を取

得することが条件になります。似ている評価書で「設計住宅性能評価書」
がありますが、こちらではありませんのでご注意ください（建設住宅性能

評価書とは建築途中に 4 回の現場検査を受けて取得する書面です）。

2023 年 2024 年 住宅ローン減税
3,000 万
2,000 万

※着工は 2024 年でも可

0 円

住宅ローン減税　※省エネ基準に適合していない場合

● ●

● ●

● ●
● 確認申請
● 入居時期



現代の最新技術と自然の融合が、木肌と構造表現の美しさに表れます

建築計画 基本設計 実施設計 施工 躯体引渡

・木質構造の提案 ・木質構造部材提案
・木質構造接合提案

・木質構造部材提案
・製作 /既製品金物提案
・構造計算

・施工図、加工図作成
・部材製作、加工
・建方、建方指導

・アフターフォロー
・劣化診断

充実のサポート内容

photo susumu KOSHIMIZU©

構造計画・構造設計・積算・部材加工・建方施工

木構造建築室
〒 136-8405
東京都江東区新木場 1-7-22 新木場タワー 6 階
TEL:03-5534-3719    FAX:03-3521-1780

流山市立おおぐろの森中学校

32023.9

　中大規模木造建築への柔軟な対応
ファブリケーターとしての役割から製造・加工した部材の施工も実施。
またご要望に応じて施工支援を行います。

　適材適所設計を実現
多様な木造建築を扱っており、設計に最適な部材を用いた適材適所設計が可能です。公共施設への地場
産材の活用や、構造設計事務所としての設計サポートも行います。先進的な鉄骨造や鉄筋コンクリート
造との混構造設計にも対応いたします。

JK 木造建築グループは、総合力を発揮する「トータルシステム」で、皆様のお手伝いをしています‼
ジャパン建材では、木構造建築室を中心に、木構造建築物の構造設計から施工管理まで、中大規模木
造建築をサポートいたします。

JK木造建築グループ  施工事例紹介

3・4F   TBS の概要

ポイント1
ルート 2 の許容応力度計算に対応
木造の建築物で軒高 9m 最高高さ 13m を超える建物は、ルート 2 の許容応力度設
計を行う必要があります。3・4F TBS では、ルート 2 に対応したシステムとなって
おります。

ポイント2
高耐力耐力壁（木住協仕様・PWA 仕様）
中大規模木造向けに開発された高耐力耐力壁を使用し、一般住宅向けの仕様では
対応できなかった大きな水平力にも耐えられるシステムとなっております。

ポイント3
鉛直荷重を負担しない耐力壁を魅せる
鉛直力を負担しない耐力壁であれば、1 時間耐火建築物でも石膏ボード等で被覆せ
ず、現しで見せることができます。わざわざコストを掛けずに、木質構造素材を
意匠的に利用でき、見た目・コストに優れたウェルビルディングとなります。

ポイント4
空間・メンテナンス性を考えた仕様
階高の標準高さを 3850mm とし、天井高は 2700mm を確保した快適な空間。空調・
設備配管を考慮し、天井から上階の床までの懐を 1150mm 確保。これにより床の
耐火被覆は床大梁の上下で行い耐火層を形成。天井を 2 重天井とし、耐火層を痛
めることなく天井と耐火層の間を空調・配管スペースにしております。

ポイント5
3D・CAD で設計から現場まで一貫
設計段階より構造図面を 3D・CAD で作成し、加工図面・現場管理までの一貫管理
を行い、2 度手間や手戻り、加工ミスを無くし、効率と精度を両立しコストダウン
を実現しています。

「ビルの木造化」
木造以外の工法で年間 2,500 棟前後で 5 階建て以下の非住宅が建設されており、木造化の可能性は十分にあ

ります。「TBS」には、最新の技術や目を見張るような意匠性はありません。ただ、地域に木造ビルを普及さ

せるには、「無理」をしない仕様である事が重要です。

これまでの経験と技術を活かした安心・安全・リーズナブルな中大規模木造ビルのスタンダードシステムを提

案します。

安心・安全なビルづくり

〒 136-8405
東京都江東区新木場 1-7-22 新木場タワー 6 階
TEL:03-5534-3719    FAX:03-3521-1780

構造計画・構造設計・積算・部材加工・建方施工

木構造建築室
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DIY で組み立てができるシステムデッキ
ECOROCA住宅デッキセット

エア・ウォーター・エコロッカ株式会社　

⼾建住宅のデッキ組み⽴てを、個⼈のお客様がご⾃分でできるキットです。
　　　◦デッキ組み⽴てに必要な材料を 1 つにまとめて梱包し発送します。

　　　◦施工説明書を同封しますので、初めて組み⽴てる方でも安心です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※束石、コンクリート平板などは別途ご用意ください。

① 取付簡単、リフォームに最適

② 薄くて軽量

③ 豊富なサイズバリエーション

乾式工法で工期短縮を実現する「ハウスパネル」に、従来の「カスミ」に加えて「フロスト」が新登場！

視線を穏やかに遮りながらの採光や、空間の明るいパーティションを叶えます。

目地幅５ミリ、すっきりデザイン。
薄型ガラスブロックパネル「ハウスパネル」

電気硝子建材株式会社　

お問合せ先
電気硝子建材株式会社
東京支店　丸山
TEL：03-3632-1306

NEW フロスト
カスミ

NEW フロストカスミ

セットプランを９種類ご用意しております。

10％ OFFセット販売価格は通常価格より

ホームページ
https://ecoroca.com/

1.3 坪タイプ例



電材課  商品紹介

さまざまな機能を取り揃えていよいよ 新発売！
※詳細は E.COLLE カタログ vol.4 をご参照ください。

▶壁付式なので浸水防止のかさ上げ不要！※スタンド取付も可能です。

▶夏の猛暑にも安心（使用温度範囲：－ 20 ～ 50℃）

▶外部ファンを使用しない⾃然空冷設計（騒音・故障対策）

▶安心の 10 年保証

さらに
！

72023.9
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合板
天気図
合板
天気図

ジャパン建材　合板部

部長  猪爪  清和

曇りのち晴れ

新設住宅着工⼾数
　2023 年 6 月は、71,015 戸（前年
同月比 4.8％減）で先月の増加から再
びの減少となった。その内、木造住宅
は 39,672 戸（前年同月比 6.4％減）
で 15カ月連続の減少となった。季節
調整済年率換算値は 81.1 万戸で前月
比 5.9％減、先月の増加から再びの減
少となる。
　利用関係別では、持家が 20,325
戸（前年同月比 12.4％減）で 19 カ
月連続の減少、貸家は 30,112 戸（同
比 0.6％減）で先月の増加から再びの
減少、分譲住宅は 20,084 戸（同比
2.9％減）で先月の増加から再びの減
少となった。分譲の内訳はマンショ
ンが 8,422 戸（同比 7.2％増）で 2
カ月連続の増加、戸建ては 11,606
戸（同比 8.5％減）と 8 カ月連続の
減少となった。
　持家、貸家及び分譲住宅が減少した
ため、全体で前年同月比 4.8％の減少
となった。

国内・輸入合板の供給量
　6月の国内合板生産量 21.8 万㎥（前
月比 109.4％、前年同月比 80.6％）
と発表された。その内、針葉樹合板の
生産量は 21.4 万㎥（同比 109.7％、
80.5％）となり、出荷量は 21.4 万㎥
（同比 111.8％、80.0％）で在荷量は
16.6 万㎥となった。
　輸入合板の 6 月度入荷量は 14.3
万㎥（前月比 95.2％、前年同月比

61.8％）となった。国別入荷量は、
マレーシアが 3.7 万㎥、インドネシア
が 4.4 万㎥、中国が 4.0 万㎥となって
いる。
2023 年入荷量累計では、マレーシ
アが前年比 52.9％、インドネシアが
62.8％と、かなり入荷が少ない状況
になっている。

今後の見通し
　輸入合板に関しては、6月は入荷量
14.3 万㎥（前年同月比 61.8％、1 月
～ 6月累計 67.1％）と近年にないほ
ど少なく、大方の予想以上に減少して
いる。その結果、港頭在庫の調整もつ
き、歯抜けアイテムが出てきている。
停滞していた相場がようやく上昇傾向
に向かう環境となってきた。現地は限
られた生産になっており、今後も為替
の影響もあり、積極的な購入が難しい
状況である。需要背景は乏しいが、急
激な価格上昇や欠品するアイテムが出
てきてもおかしくない状況と考える。
そこのところを踏まえたうえで手当て
を進めていただきたい。
　国内針葉樹合板の状況は、実需の少
なさを背景に荷動きに迫力がないが、
販売価格の下げ幅が鈍化したことによ
り徐々に出荷が増えてきている。これ
からの需要を考えると、メーカー・商
社・問屋が節度をもった生産・販売を
心がけ、秋需までは減産を含めた生産
調整を継続することで、販売価格は安
定すると思われる。

各地ジャパン建材フェア  ご来場・お買上げ御礼

7 月 14 日（金）

第19回 鹿児島ジャパン建材フェア
売上：309,874 千円　動員：575 名

　7 月 14 日（金）にオロシティホール特設会場にて第 19 回鹿児島ジャ
パン建材フェアを 5 年振りに開催いたしました。今回のテーマを《新時
代 ～どうする家造り～》とし、新しい時代に訴求した多くの商品を出
展社と協力し、お客様へご案内いたしました。
　当日は非常に多くのお客様にご来場いただき、大盛況で終えることが
できました。

『快適住実の家』に
ついてご紹介

『快適住実の家』とは、家づくりに関する情報・サービスをご提供し、業務をサポー
トする工務店様・販売店様の会員組織です。「受注獲得」「業務負担軽減」といっ
た効果に繋げられるよう、様々な支援を行っています。

集客に関するサービスを起点に、引き渡し後のアフターメンテナンスまで。
次のお客様へとつながる、一貫したサポートサービスを提供します。
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メ
ン
テ
ナ
ン
ス

7
次
の
お
客
様
へ

お問い合わせ・ご相談は
本部事務局、各支部局の
サポートセンターへ！

わが社の施工事例を

もっと知ってもらいたい…
ZEH仕様や長期優良住宅は

どのように対応すれば

いいの？


